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本日お話しすること

１ 気候変動って何？

２ 気候変動の状況は？

３ 今後はどうなるのか？

４ 研究所ではどんな調査をしているの？

５ まとめ
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１ 気候変動って何？

3



4

気候変動とは
気候は様々な変動や変化をしており，

これを「気候変動」と呼びます。気候変
動は，例えば，気温の上昇や強雨の増加
など，私たちの生活に様々な影響を及ぼ
します。

気候変動の原因は
化石燃料消費による温室効

果ガスの排出など人為的要
因，つまり私たち人間の活動
が主な原因と考えられていま
す。

気温の上昇

自然災害の増加

出典：地球温暖化から日本を守る 適応への挑戦 2012（環境省）



２ 気候変動の状況は？
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２－１ 気温
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世界における年平均気温の経年推移

100年あたり

0.74℃上昇

出典：気候変動監視リポート2019（気象庁）
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国内における年平均気温の経年推移

100年あたり

1.24℃上昇

出典：気候変動監視リポート2019（気象庁）
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市内における年平均気温の経年推移
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大師 中原

麻生

上昇
●市内の南部・中部・北部のいずれ

の地点で上昇傾向

●３５年当たり
大師：１．６１℃
中原：１．８０℃
麻生：１．９２℃の割合で上昇

 市内の気温が全国に比べ大きな幅で上昇しているのは、気候変動に加え都市化
によるヒートアイランド現象の影響が上乗せされているためと考えられます。
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市内における真夏日※日数の経年推移

※真夏日：１日の最高気温が３０℃以上の日
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市内における猛暑日※日数の経年推移

※猛暑日：１日の最高気温が３５℃以上の日
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市内における熱帯夜※日数の経年推移

※熱帯夜：１日の最低気温が２５℃以上の日
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市内における冬日※日数の経年推移

※冬日：１日の最低気温が０℃未満の日



２－２ 降雨
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国内における日降水量100㎜以上日数の経年推移

出典：気候変動監視リポート2019（気象庁）
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国内における日降水量1.0㎜以上の日数の経年推移

出典：気候変動監視リポート2019（気象庁）
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国内における時間降水量50㎜以上の日数の経年推移

出典：気候変動監視リポート2019（気象庁）
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市内における年降水量の経年推移



３ 今後はどうなるのか？（国の将来予測）
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世界における年平均気温の将来予測

出典：日本の気候変動2020（気象庁、文部科学省）
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出典：日本の気候変動2020（気象庁、文部科学省）

世界における大雨の将来予測
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出典：気候変動適応情報プラットフォームポータルサイト

神奈川県における熱中症緊急搬送者数の将来予測

神奈川県における熱中症搬送者数の将来予測

21世紀末には基準期間
（1981〜2000年）のおよそ8倍に増加
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神奈川県における気温の将来予測

 神奈川県では年平均気温が100年で約４℃上昇

出典：神奈川県の21世紀末の気候（横浜地方気象台）
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神奈川県における猛暑日等の将来予測

 猛暑日・真夏日・夏日・熱帯夜はいずれも増加

出典：神奈川県の21世紀末の気候（横浜地方気象台）
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神奈川県における大雨の将来予測

 神奈川県では滝のように降る雨の発生が100年で約2倍に
出典：神奈川県の21世紀末の気候（横浜地方気象台）
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神奈川県における無降水日の将来予測

 神奈川県では降水の無い日も増加
出典：神奈川県の21世紀末の気候（横浜地方気象台）



３ 研究所ではどんな調査をしている？
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■都市農地の暑さ抑制効果の調査
農地は、栽培される作物からの蒸散作用等により、アスファル
ト等と比べ暑さが抑制されます。都市農地等の暑さ環境を調査
し、今後、農地が周辺の暑さを緩和する効果を検証し報告書に取
りまとめ、農地保全の重要性を訴える基礎資料とする予定です。

研究所で実施する気候変動に係る調査研究－１

農地（サツマイモ畑）の暑熱環境調査 農地（サツマイモ畑）の通常画像とサーモグラフ画像
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■気候変動と梨の害虫発生について
この後の発表で詳しくご説明します。

■その他農地以外の調査研究
・体育館等屋内の暑熱環境調査
・熱中症搬送状況調査
・市内気温分布調査

研究所で実施する気候変動に係る調査研究－２

夏期気温分布調査（令和2年度）

学校体育館における暑熱環境調査

年齢・男女別の熱中症救急搬送者数割合(令和２年)

高齢者の割合５４％



４ まとめ
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まとめ
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１ 気候変動とは
地球が温まって起こる猛暑や強雨などの変化

２ 気候変動の状況
川崎市内でも気温が上昇している

３ 気候変動や影響の将来予測
県内で猛暑日や短時間強雨の増加が予測されている

４ 当研究所の調査研究について
熱中症予防や農地の暑さ対策効果の研究をしている
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